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場する causal power は、実体それ自身で
もなく、また規定に属するものでもない、
何か無規定的なものである、と考えられね
ばならない。この因果モデルは、「第二類推」
以外の箇所、すなわち第三アンチノミーの
理解に大きな役割を果たすのである（第五
章）。 
 たとえば、原因が出来事ではない、とす
るこのモデルは、原因をある種の実体、あ
るいは規定するもの、としてとらえること
を可能にする。このことから、ある行為に
対して、その原因として欲望といったよう
な精神的な出来事ではなく（というのも無
規定的な作用それ自身は出来事ではなく、
規定されたものとしての系列に組み込まれ
なくてもよいのだから）、自由な主体を想定
することも可能となるのである。 
 最後に第六章で、ヒュームへの応答とい
う側面がとりあげられる。先にも述べたよ
うに、そもそも著者は、カントがヒューム
を論駁するために第二類推を展開したとは
考えていない。また、このことはこれまで
の考察によっても支持されるものである。
つまりカントは因果関係の理解において、
ヒュームを論駁できるほど、ヒュームと同
じ前提を共有してはいないのである。しか
しながら、これも一つの応答とすることは
可能である。すなわち、それはヒュームと
は全く異なる前提の下で、全く独自の体系
的、包括的な因果了解のあり方を提示する、
という形での応答として解すこともできる
のである。 
 以上が本書の概要であるが、最後に評者
として簡単に二点指摘をしておく。第一に、
著者独特のカントの因果モデルの理解は説
得力を持つものではあるが、問題は、この
ようなモデルを果たしてカントは第二類推
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で証明
、、
しえているのかということである。
著者も自身が示すモデルは証明部分ではな
い箇所にしか見られないことは認める以上、
このモデルと証明との関わりはぜひとも考
察されるべき事柄であろう。つまり、たと
えば causal powerといったものを第二類推
のテキスト（特にその証明部分）に、もっ
と言えば時間関係や経験の可能性の条件と
いった問題の理解に果たして合致させうる
のか、という点は問われて然るべきであろ
う。 
 第二に、紙幅の都合で詳論はできないが、
著者のような立場からは、いかにして因果
連鎖を考えうるのかという点も、ぜひとも
示してもらいたい。というのも、原因と結
果との間に非対称性、あるいは截然とした
区別を設けるなら、結果（出来事）が翻っ
てそれ自身で何らかの原因（これは著者に
よれば実体でしかありえないはずである）
になりうる、ということは自明なことでは
なく、さらに説明を必要とするものになる
はずだからである。もちろん、このような
問題は、カントはそもそも因果連鎖を積極
的に主張しているのではない、とすれば解
消されるであろうが、そのような議論も本
書では見られない。 
しかしながら以上のような問題点は見
られはするものの、本書の考察は従来の伝
統、つまり客観的な時間関係という大きな
枠組みにとらわれるあまり、カントの因果
モデルすら問わずに自明視してきた英米圏
の伝統に、大きな挑戦を突きつけるものと
言えるだろう。また、カントの因果モデル
を当時のドイツの思想状況から裏付けると
いう試みもある程度有効であるように思わ
れる。これらの点に関しては、本書は非常
に興味深い試みを示すものであり、今後の
第二類推研究においても影響を持つものと
思われる。 
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